


希望の周波数帯域で機能する電磁波吸収体を実現するには、 損失材料の特性や厚みを適切に選択する必要があります。

固1 に示すグラフの赤線は無反射曲線と呼ばれており、 誘電損失型電波吸収体を実現可能な複素比誘電率の実部と虚

部の組み合わせを示しています。 この赤線で示す複素比誘電率を有する材料を適切な厚みに調整することで、 誘電損失

型電波吸収体を実現できます。 一般的な均一材料の複素比誘電率は、 赤線と交わる特性を有していないことが多く、 い

くつかの材料を適切な量、 配合する必要があります。 青線は損失材料の配合量等を変えた際の複素比誘電率の変化を簡

易的に示しています。 この材料では、 配合量Dの場合、 赤線と交わっていますので、 電波吸収体を実現可能な誘電特

性を有していることがわかります。

ここでは、 誘電損失型電波吸収体の設計方法について紹介いたしました。 弊社では、 誘電損失電波吸収体に加え、 導電

損失型電波吸収体や磁性損失型電波吸収体の設計も行っております。

シミュレ ー ション結果

設計した誘電損失型電波吸収体の電磁界シミュレ ーション結果を図2に示します。 本電波吸収体は、 現在自動車用衝

突防止用ミリ波レ ー ダ等で使用されている76GHzにおいて最も大きな吸収特性を示すよう設計しました。 本電波吸収

体を構成する損失材料の複素比誘電率Cおよび吸収体の厚みdは設計の一例として、c:=1.96 -jl.52および0.97mmを選択

しました。 なお、 本電波吸収体の裏面には、 金属導体を配置しています。 シミコレ ーションの結果、 設計した76GHz

において、60dB以上の大きな電磁波吸収特性を有していることを確認致しました。
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整合周波数
（最も大きな吸収9を示す周波数）
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設計例の一例

ぢ＝1.96 - jl.52 
d = 0.79mm 
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周波数 [GHz]
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図2誘電損失型電波吸収体の吸収特性の一例（シミュレ ーション結果）
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